
創
刊
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
た
び
、
倉
吉
市
議
会
の
議

会
だ
よ
り「
白
壁
」
を
発
行
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
定
例
会
を
開
催
す
る
ご

と
に
、
審
議
の
結
果
を
皆
様
に
分

か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、

鳥
取
県
中
部
地
震
か
ら
の
復
旧
・

復
興
も
本
格
化
し
ま
す
。
市
議
会

も
一
丸
と
な
っ
て
、「
く
ら
し
よ

し
」
の
ま
ち
の
復
活
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

倉
吉
市
議
会
議
長 

高
田
周
儀

３
月
定
例
会

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁

付
議
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・
２

～「
活
き
た
お
金
の
使
い
道
」を
探
る
～

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
・
・
６

～
石
田
市
長
と
の
熱
い
論
戦
～

常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
・
・
・
・
８

議
案
等
の
議
決
結
果（
議
員
別
賛
否
）・
10

市
民
の
声
・
編
集
後
記
・
・
・
・
・
・
・
12

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

市議会も一丸となって、いざ、復興へ！～議会だより第１号創刊～
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ぽ
ん
っ

億円
一般会計

「
活い

き
た
お
金
の

使
い
道
」を
探
る

【
石
田
市
長
に
よ
る
議
案
の
提
案
理
由
】

倉
吉
の
元
気
な
姿
を
全
国
へ
―

　
平
成
28
年
度
は
、
10
月
21
日
の

鳥
取
県
中
部
地
震
、
そ
し
て
１
月

と
２
月
の
２
度
に
わ
た
る
大
雪
の

被
害
と
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
っ
か

り
と
し
た
備
え
や
迅
速
な
対
応
な

ど
、
行
政
の
役
割
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
震
災
か
ら
４
か
月
が
過
ぎ
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
、
住
宅
の
屋
根

は
多
く
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
覆
わ

れ
て
い
ま
す
。住
家
の
被
害
も
９
，

０
０
０
件
を
超
え
、
再
建
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　
道
路
や
教
育
施
設
な
ど
の
公
共

施
設
も
、
本
格
的
な
復
旧
は
こ
れ

か
ら
と
な
り
ま
す
。
一
日
も
早
く

市
民
の
皆
さ
ん
が
元
通
り
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
、
精
い
っ
ぱ
い
努

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
の
中
心
で
あ
る
白

壁
土
蔵
群
を
訪
れ
る
観
光
客
も

徐
々
に
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
て
元
気
な
倉
吉
の
姿
を
発
信

し
、
地
震
に
よ
る
負
の
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
者
の
生
活
、
地
域

　
平
成
29
年
３
月
第
２
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
６
日(

月)

か
ら
３
月
23
日(

木)

ま
で
開
催

さ
れ
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
、
請
願
、
陳
情
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、

５
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

市
役
所
な
ど
で

導
入
す
る「
静
脈
認
証
シ
ス
テ

ム
」と
は
？ 

ど
こ
の
課
が
対
象
と
な
る
の
か
？

福
井 

康
夫 

議
員

　
市
役
所
で
、
住
民
の
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
事
務
に
お
い
て
、
手
の
ひ
ら
の

静
脈
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
シ
ス

テ
ム
の
利
用
者
の
特
定
を
厳
密
化

す
る
も
の
。
設
置
台
数
は
１
３
０

台
。
市
民
課
や
税
務
課
、
保
険
年

金
課
な
ど
で
導
入
す
る
。

Ｈ
29
・
３ 

議
案
質
疑

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、
調
和
と

均
衡
が

と
れ
て
い
る
か
？

段
塚 

廣
文 

議
員

　
財
政
調
整
基
金
を
か
な
り
取
り

崩
し
て
、
財
源
に
充
て
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
が
、
非
常
に
厳
し

い
予
算
に
な
っ
て
い
る
現
れ
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
必
ず
し
も
調
和
と
均
衡
の
と
れ

た
予
算
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
行
政
改
革
を
し
な
が
ら
、
基
金

の
補
て
ん
に
も
十
分
配
慮
し
た
財

政
運
営
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
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震災復興へ 億円
平成２９年度当初予算案

経
済
、
そ
し
て
都
市
基
盤
の
再
建

と
防
災
力
の
強
化
を
図
り
、
安
心

し
て
暮
ら
し
、
働
く
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
復
旧
・

復
興
を
早
期
に
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
度
は
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の
取
り

組
み
を
最
優
先
と
し
て
、
必
要
な

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
課

題
解
決
に
向
け
た「
地
方
創
生
元

年
」
と
し
て
、
５
年
、
10
年
先
の「
ま

ち
」
、「
ひ
と
」、「
し
ご
と
」
の
た

め
の
礎
を
し
っ
か
り
と
固
め
る
、

重
点
的
な
総
合
戦
略
を
進
め
よ
う

と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　

　
平
成
29
年
度
は
、
災
害
か
ら
の

復
興
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
総
合

戦
略
の
実
施
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。「
生
涯
に
わ
た
り“
人
財
”
を

育
み
、
そ
の“
人
財
”が
活
躍
す
る

地
域
の
創
出
」を
基
本
テ
ー
マ
に
、

子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
、
雇

用
創
出
と
産
業
振
興
、
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
未
来
に
希
望
を
持
て
る
、
暮
ら

し
よ
い
倉
吉
を
し
っ
か
り
と
確
立

す
る
よ
う
、
継
続
的
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
財
政
面
で
は
、
平
成
28

年
度
に
お
け
る
地
震
へ
の
対
応

で
、
す
で
に
総
額
54
億
円
余
の

一
般
会
計
補
正
予
算
を
編
成
し
、

10
億
円
余
の
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
末
残
高
が
15
億
円
余
あ
っ
た

同
基
金
の
大
幅
な
減
少
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
今
後
、
中
長
期
的
に
は
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
や
人
口
減
少
対
策
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
引
き

続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

交
通
費
補
助
金
は

実
績
が
少
な
い
。
Ｐ
Ｒ
不
足
で
は
？朝

日 

等
治 

議
員

　
平
成
28
年
度
は
、
公
民
館
と
学

生
に
Ｐ
Ｒ
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
29

年
度
は
、
制
度
の
利
用
が
想
定
さ

れ
る
団
体
な
ど
へ
の
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
に
も
取
り
組
み
た
い
。

　
学
生
へ
の
啓
発
も
、
も
ち
ろ
ん

大
切
だ
が
、
大
人（
地
域
団
体
な

ど
）
か
ら
教
え
る
こ
と
も
効
果
的

で
あ
る
。
チ
ラ
シ
な
ど
で
周
知
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

▼議案の提案理由を説明する石田耕太郎市長

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

昨
年
10
月
の
鳥
取
県
中
部
地
震
で

は
、多
く
の
地
区
で「
支
え
愛
マ
ッ

プ
」
を
避
難
誘
導
な
ど
で
活
用
し

た
と
回
答
が
あ
り
、
取
り
組
み
の

成
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
更
新
管
理
な
ど
、事
業
の

成
果
を
検
証
し
、充
実
を
図
り
た
い
。

地
域
の
避
難
支
援
や
見
守
り
体
制
地
図「
わ
が
町
支

え
愛
マ
ッ
プ
」を
更
新
し
て
、
有
効
活
用
を
！

丸
田 

克
孝 

議
員

米
田 

勝
彦 

議
員

　
市
民
に
防
災
情
報
を
伝
え
、
行

政
放
送
に
も
使
用
で
き
る
防
災
行

政
無
線
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
戸
別

受
信
機
を
全
戸
に
配
布
し
て
い
る
。

　
設
置
の
際
は
、
受
信
感
度
を
調

査
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
屋
外
ア

ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
な
ど
、
受
信

状
況
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
す
で
に
シ
ス
テ
ム
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
更

新
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後
も
、

適
正
な
運
用
に
努
め
た
い
。

防
災
行
政
無
線（
戸
別
受
信
機
）の
状
況
は
？

受
信
状
況
は

良
好
か
？
更
新
は
い
つ
す
る
の
か
？

（3）平成 29.5



平成２９年度当初予算案の内訳

！ 「活きたお金の使い道」を探る

Ｈ
29
・
３ 

議
案
質
疑

　
関
西
事
務
所
は
、
関
西
圏
に
お

け
る
企
業
誘
致
や
観
光
の
情
報
発

信
、
農
産
物
な
ど
の
販
路
拡
大
、

定
住
促
進
の
た
め
、
職
員
が
常
駐

し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
き
た
。

　
今
回
、
震
災
復
旧
・
復
興
に
人

材
が
倉
吉
に
必
要
な
た
め
、
職
員

は
常
駐
し
な
い
が
、
事
務
所
と
所

長
の
ポ
ス
ト
は
残
す
。

　
企
業
誘
致
や
関
西
圏
か
ら
の
誘

致
企
業
へ
の
訪
問
も
、
ニ
ー
ズ
や

動
向
を
踏
ま
え
て
行
っ
て
い
く
。

伊
藤 

正
三 

議
員

関
西
事
務
所
に
職
員
を
常
駐
さ
せ
な
い
の
か
？ 

企
業
誘
致
な
ど
関
西
圏
で
の
今
後
の
対
応
は
？

　
Ｊ
Ｒ
米
子
支
社
は
、「
鳥
取
―

倉
吉
間
の
利
用
が
少
な
い
。
現
在

は
、
適
切
な
輸
送
量
だ
と
考
え
て

い
る
。
倉
吉
へ
の
誘
客
、
利
用
増

が
図
ら
れ
れ
ば
勉
強
し
た
い
」
と

し
て
お
り
、
現
状
維
持
の
姿
勢
。

　
観
光
面
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

働
き
か
け
や
取
り
組
み
を
行
っ
て

利
用
者
数
の
増
加
に
努
め
る
。

特
急
列
車
の

倉
吉
駅
発
着
の
実
現
を

。
鳥
取

止
ま
り
で
は
観
光
客
の

誘
引
が
で
き
な
い
。

藤
井 

隆
弘 

議
員

　
白
壁
土
蔵
群
周
辺
は
、
観
光
客

か
ら
も
美
し
い
町
並
み
と
評
さ
れ

る
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　
白
壁
土
蔵
群
の
周
辺
の
町
並
み

に
、「
花
」を
植
え
て
観
光
客
の
回

遊
性
を
高
め
る
こ
と
が
ね
ら
い
。

　
ま
た
、
市
民
も
観
光
地
づ
く
り

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域

の
商
業
者
の
協
力
も
得
て
、
住
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
づ
く
り
を

目
指
し
な
が
ら
気
運
を
高
め
て
い

き
た
い
。

「
花
で
あ
ふ
れ
る
街
並
み
環
境
整
備
事
業
」

に

期
待
し
て
い
る
。

ど
う
進
め
る
の
か
？

福
谷 

直
美 

議
員

「
ひ
な
ビ
タ
♪
」は
誘
客
の

効
果
が

高
い
。

今
後
も

仕
掛
け
は
あ
る
の
か
？

中
野 

隆 

議
員

　
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
、
民
間
事
業

者
の
取
り
組
み
が
厚
み
を
増
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
民
間
事
業
者
主

導
の
動
き
や
市
民
の
お
も
て
な
し

機
運
を
高
め
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
た
い
。

　「
ひ
な
ビ
タ
♪
」
を
き
っ
か
け

に
、倉
吉
の
ま
ち
を
見
て
も
ら
い
、

倉
吉
フ
ァ
ン
の
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

（単位：千円）
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平成２９年度当初予算案

（単位：千円）

　
平
成
29
年
度
は
事
業
初
年
度
。

対
象
者

：

生
活
困
窮
者
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
小
学
校
高
学
年
及
び
中
学
生

開
催
日
時

：

週
１
回
程
度

開
催
場
所

：

倉
吉
市
内
１
か
所

で
20
人
程
度

内
　
容

：

宿
題
、
苦
手
な
学
科

の
フ
ォ
ロ
ー
を
中
心
に
、
責
任
感

や
自
己
有
用
感
も
養
っ
て
い
く
。

生
活
困
窮
世
帯
の

子
ど
も
た
ち
へ
の

学
習
支

援
は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
？

佐
藤 

博
英 

議
員

鳥
飼 

幹
男 

議
員

　「
個
体
数
を
減
ら
す
対
策
」と「
侵

入
を
防
ぐ
対
策
」を
と
る
。「
個
体
数

を
減
ら
す
対
策
」と
は
、
わ
な
や
檻

で
の
捕
獲
、
猟
銃
を
使
っ
て
駆
除
す

る
こ
と
。「
侵
入
を
防
ぐ
対
策
」と
は
、

電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
設
置
な
ど
に
よ
り
田
畑
へ
鳥
獣
が

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
た

報
償
金
額
を
増
額
す
る
。（
前
年
度

当
初
予
算
か
ら
３
，５
９
０
千
円
の

増
）

農
作
物
へ
の

鳥
獣
被
害
が
ひ
ど
い
。
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
る
の
か
？

佐
藤 

博
英 
議
員

坂
井　

徹 

議
員

子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事

業（「
こ
ど
も
食
堂
」）の

実
態
と

今
後
は
？由

田 　

隆 

議
員

佐
々
木 

敬
敏 

議
員

　
休
日
や
平
日
の
放
課
後
か
ら
午

後
８
時
ぐ
ら
い
ま
で
、
食
事
や
学

習
、
遊
び
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち

が
交
流
で
き
る
安
心
・
安
全
な
居

場
所
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
現
在
、
倉
吉
市
内
で
民
間
団
体

が
４
か
所
に
開
設
し
て
お
り
、
行

政
と
し
て
は
、
新
た
に
取
り
組
み

を
行
う
民
間
団
体
の
立
ち
上
げ
を

推
進
す
る
た
め
、　
備
品
の
購
入

や
施
設
の
修
繕
費
用
な
ど
を
支
援

し
て
い
く
。

　
震
災
で
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た

慰
霊
碑
の
修
復
は
、
遺
族
連
合
会

か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
高
齢
化
や
被
災
で
修
繕
費
の

捻
出
が
困
難
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
行
政
と
し
て
も
、
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
示
し

て
慰
霊
し
、
市
民
が
恒
久
平
和
を

祈
念
す
る
祈
念
碑
的
性
格
を
重
視

し
、
補
助
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

震
災
の
被
害
に
あ
っ
た
、市
内
６
地
区
の

戦
没
者
慰

霊
碑
の

修
繕
を
補
助
す
る

意
図
は
？

山
口 

博
敬 

議
員

いざ、復興へ！
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市
民
の
声
を
聞
き
、届
け
る

石
田
市
長
と
の
熱
い
論
戦 

～
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
よ
り
～

▲由田　隆 議員
（新政会）

▲伊藤 正三 議員
（新政会）

▲福井 康夫 議員
（新政会）

Ｈ
29
・
３ 

一
般
質
問

▼丸田 克孝 議員
（くらよしアイズ・倉吉自民共同）

▼段塚 廣文 議員
（くらよしアイズ・倉吉自民共同）

▼山口 博敬 議員
（公明党・グリーン共同）

▼鳥飼 幹男 議員
（公明党・グリーン共同）

防
災
・
復
興

震
災
の
経
験
を
地
域
防

災
計
画
に
生
か
し
て

計
画
の
見
直
し
は
ど
れ
ぐ
ら
い

進
ん
で
い
る
の
か
？

鳥
取
県
の
地
域
防
災
計
画
と
整

合
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
連

動
し
た
形
で
作
業
を
進
め
て
い
く
。

　
も
と
も
と
、
震
災
前
に「
倉
吉
市

防
災
・
減
災
対
策
総
点
検
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」を
立
ち
上
げ
て
い
た

（
地
震
に
よ
り
中
断
）。
震
災
の
振

り
返
り
を
も
と
に
、
見
直
し
作
業

を
再
開
し
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
地
域

防
災
計
画
の
総
合
的
な
修
正
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

「
動
く
」
自
主
防
災
組
織

で
防
災
力
の
強
化
を

今
回
の
地
震
発
災
後
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
状
況
は
ど
う
か
？

校
区
ご
と
に
地
区
防
災
組
織
を
つ

く
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？

自
主
防
災
組
織
は
、
現
在
、

１
７
７
組
織
あ
る
が
、
震
災
時
に

は
、
約
半
数
の
組
織
が
活
動
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で

わ
か
っ
た
。

　
自
主
防
災
組
織
の
校
区
単
位
で

の
組
織
化
は
、
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
今
後
、
防
災
士
を
養
成
し
て
、

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
た
い
。

市
庁
舎
は
、
修
復
・
補
強

が
で
き
る
の
か
？

被
災
し
た
市
役
所
庁
舎
の
再

建
に
係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
は
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
？
　

　
判
断
を
急
ぐ
べ
き
。

　
堺
町
の
旧
商
業
施
設
に
移
転
し

て
は
ど
う
か
？

本
庁
舎
と
東
庁
舎
及
び
南
庁

舎
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
の

検
査
を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
い
。

　
議
会
棟
は
、被
災
し
て
い
る
が
、

補
修
し
た
上
で
活
用
す
る
よ
う
検

討
す
る
。

　
東
庁
舎
と
南
庁
舎
は
、
提
案
の

点
も
含
め
て
検
討
し
て
方
向
付
け

し
た
い
。
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▲坂井　徹 議員
（新政会）

▲朝日 等治 議員
（新政会）

▲福谷 直美 議員
（くらよしアイズ・倉吉自民共同）

▲藤井 隆弘 議員
（くらよしアイズ・倉吉自民共同）

▼中野　隆 議員
（市民共同）

▼佐々木 敬敏 議員
（市民共同）

▼米田 勝彦 議員
（くらよし創生）

▼佐藤 博英 議員
（日本共産党）

道
路
・
河
川

２
度
の
大
雪
で
の
除
雪

は
適
切
だ
っ
た
の
か

今
回
の
大
雪
で
の
除
雪
は
雑

だ
と
い
う
意
見
を
多
く
聞
い
た
。

自
家
用
車
へ
の
被
害
も
あ
っ
た
よ

う
だ
。

今
回
の
大
雪
で
は
、
止
み
間

な
く
強
い
雪
が
降
り
続
け
た
。
そ

の
上
、
車
両
に
よ
り
踏
み
固
め
ら

れ
た
雪
が
凍
結
し
て
ガ
タ
ガ
タ
に

な
っ
た
。
努
力
を
し
て
も
、
除
雪

効
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
。

新
聞
な
ど
で
、
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
技
術
が
未
熟
だ
っ
た
と

あ
っ
た
。

今
回
、
除
雪
の
効
果
が
上
が

ら
な
か
っ
た
の
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
技
術
に
問
題
が
あ
っ
た
の

で
は
な
く
、
低
温
や
積
雪
量
な
ど

の
気
象
条
件
が
重
な
っ
た
の
が
原

因
だ
と
考
え
て
い
る
。

西
郷
地
区
の
虹
ヶ
丘
町
の
除

雪
は
、
団
地
の
外
周
だ
け
で
終

わ
っ
て
い
る
。
外
周
以
外
の
中
の

方
の
住
民
は
、
非
常
に
苦
労
さ
れ

た
。
市
道
や
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を

享
受
す
る
の
は
、
住
民
は
全
て
平

等
。
50
セ
ン
チ
を
超
え
る
よ
う
な

雪
が
降
る
場
合
に
は
、
臨
機
応
変

な
対
応
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
。

虹
ヶ
丘
町
の
除
雪
対
象
路
線

は
、
団
地
に
入
る
道
路
と
外
周
道

路
。
市
内
の
除
雪
対
象
路
線
は
、

全
部
で
４
５
４
路
線
の
２
７
０
キ

ロ
。
こ
れ
を
業
務
委
託
と
直
営
で

対
応
し
て
い
る
。
市
内
全
部
の
道

路
を
対
応
す
る
こ
と
は
事
実
上
不

可
能
。
除
雪
路
線
以
外
の
部
分
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
工
夫
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
が
、
今
後
の
除
雪
体
制
は
、

自
治
公
民
館
連
合
会
と
も
相
談
を

し
、
除
雪
路
線
の
周
知
も
し
っ
か

り
し
な
が
ら
、
適
切
な
除
雪
体
制

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

観
光
・
交
流

観
光
客
の
回
復
と
観
光

事
業
の
掘
り
起
こ
し
を

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
う

新
た
な
付
加
価
値
で
集
客
体
制
が

で
き
た
が
、
観
光
客
の
消
費
単
価

を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
で
は
な
い
か
？

震
災
後
、
観
光
入
込
客
は
ほ
ぼ

回
復
し
て
き
た
が
、
消
費
は
７
割
、

８
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

　
観
光
消
費
額
を
高
め
て
い
く
こ

と
は
必
要
だ
と
思
う
。

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

小
学
校
の
外
国
語
学
習

導
入
の
準
備
は

平
成
32
年
度
か
ら
英
語
が
教
科

と
し
て
小
学
校
５
、
６
年
生
に
入

り
、
３
、
４
年
生
に
は
外
国
語
活

動
が
導
入
さ
れ
る
。

　
倉
吉
市
で
は
、
前
倒
し
し
て
取

り
入
れ
る
と
聞
い
た
が
本
当
か
？

平
成
32
年
度
の
新
学
習
指
導

要
領
で
外
国
語
活
動
の
充
実
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
29
年
６
月
に
出
さ
れ
る
方

向
性
を
吟
味
し
な
が
ら
、
平
成
30

年
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
準
備
し
た
い
。
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総務経済常任委員会
委　員：福谷 直美委員長、段塚 廣文副委員長

朝日 等治委員、佐々木 敬敏委員

山口 博敬委員　

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、

20
件
の
議
案
と
４
件
の
請
願
・
陳

情
が
付
託
さ
れ
、
３
月
16
日
（
木
）、

17
日
（
金
）に
委
員
会
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
12
号
の
平
成
29
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
予
算
の
審
査
の
中

で
は
、
昨
年
10
月
21
日
の
鳥
取
県

中
部
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

住
宅
に
対
す
る
補
助
金
の
申
請
状

況
や
、
震
災
時
の
公
設
消
防
団
の

活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
、２
月
の
大
雪
の
影

響
に
よ
る
西
倉
吉
工
業
団
地
の
工

場
の
屋
根
の
被
害
状
況
や
原
因
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
執
行
部

か
ら
は
、
従
前
よ
り
も
雪
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
修
理
を

行
う
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
陳
情
第
２
号
の
最
低
賃
金
の
改

善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
は
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
改
善
す
る
た

め
に
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
や

地
域
間
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
施
策

づ
く
り
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　
審
査
の
中
で
は
、
最
低
賃
金
は

少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
て
お
り
、

最
低
賃
金
が
上
が
り
す
ぎ
る
と
逆

に
経
営
者
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て

全
会
一
致
で
可
決
し
、
請
願
・
陳

情
は
、
す
べ
て
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　
建
設
企
画
常
任
委
員
会
に
は
、

18
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
３
月

16
日（
木
）に
委
員
会
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
３
号
の
平
成
28
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10

号
）
の
専
決
処
分
で
は
、
１
月
、

２
月
の
大
雪
の
除
雪
作
業
の
状
況

を
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

今
後
、
除
雪
単
価
を
見
直
し
し
た

い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
12
号
の
平
成
29
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
予
算
の
審
査
の
中

で
は
、
打
吹
公
園
の
維
持
管
理
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
琴
こ
と
ざ
く
ら

櫻
記
念
館
の

運
営
な
ど
、
今
年
度
に
取
り
組
ま

れ
る
事
業
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

　
打
吹
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
公
園
内
の
老
木
も
適
正
に

管
理
す
る
こ
と
や
公
園
を
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
提
案
さ
れ
、
執

行
部
か
ら
は
、
樹
木
医
の
診
断
に

基
づ
い
た
対
策
を
行
う
こ
と
や
検

討
会
な
ど
で
公
園
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
を
聞
く
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
11
日（
土
）・
12
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た「
く
ら
よ
し

復
活
祭
！
／
く
ら
よ
し
あ
り
が
と

う
祭
♪
」
の
開
催
概
要
な
ど
も
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

委　員：由田　隆委員長、佐藤 博英副委員長

伊藤 正三委員、鳥飼 幹男委員

丸田 克孝委員

建設企画常任委員会

Ｈ
29
・
３ 

常
任
委
員
会

2017.5（8）



委　員：藤井 隆弘委員長、米田 勝彦副委員長

坂井　徹委員、高田 周儀委員

中野　隆委員、福井 康夫委員

教育福祉常任委員会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
、

10
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
３
月

16
日
（
木
）、
17
日
（
金
）
に
委
員
会

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
12
号
の
平
成
29
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
長

寿
社
会
課
の
新
規
事
業「
市
民
後
見

人
養
成
事
業
」は
、
認
知
症
な
ど
に

よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た
高
齢

者
の
金
銭
管
理
等
を
行
う
専
門
職

の
成
年
後
見
人
等
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
一
般
市
民
の
中
か
ら
後

見
人
と
な
り
得
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
の
中
で
は
、
も
と
も
と
あ

る
程
度
の
知
識
を
持
っ
た
人
で
な

け
れ
ば
難
し
い
の
で
は
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
一
方
で
、
執
行
部
か

ら
は
社
会
福
祉
協
議
会
が
組
織
と

し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
36
号
の
倉
吉
市
立
保
育

所
条
例
の
一
部
改
正
は
、
公
立
保

育
所
の
再
編
を
推
進
す
る
た
め
、

指
定
管
理
制
度
に
よ
り
民
間
事
業

者
に
保
育
所
の
管
理
に
関
す
る
業

務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
す
。

　
審
査
の
中
で
は
、
指
定
管
理
に

移
行
す
る
ま
で
に
実
施
す
る
合
同

保
育
の
目
的
や
保
育
士
確
保
の
手

段
、
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し

て
か
ら
の
保
育
士
の
雇
用
条
件
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委　員：佐々木 敬敏委員長、朝日 等治副委員長

坂井　徹委員、佐藤 博英委員

段塚 廣文委員、鳥飼 幹男委員

福谷 直美委員、山口 博敬委員

　中山間地域活性化調査特別委員会は、中山

間地域を活性化させるため、平成２６年９月

定例会において、

①課題等の現状分析と活性化に資する施策

②安心して生活できる環境の確保

③移住・定住

の３項目を付託して設置され、これまでに計

６回開催されました。

　平成２８年８月には、イノシシなどの有害

鳥獣を捕獲した後の処理方法について研究す

るため、福井県若狭町、京都府福知山市の有

害鳥獣処理（加工）施設を視察しました。

　今後も、最終報告に向け、さらに調査検討

していきます。

委　員：福井 康夫委員長、伊藤 正三副委員長

高田 周儀委員、中野　隆委員

藤井 隆弘委員、丸田 克孝委員

由田　隆委員、米田 勝彦委員

　中心市街地活性化調査特別委員会は、中心

市街地がにぎわいを取りもどし、魅力ある市

街地を形成するため、平成２６年9月定例会

において、

①観光を中心としたにぎわいの創出

②人口減少対策

③空き店舗対策等商業活性化策

の３項目を付託して設置され、これまでに計

６回開催されました。

　平成２８年８月には、中心市街地の活性化

について研究するため、広島県福山市、岡山

県倉敷市を視察しました。

　今後も、最終報告に向け、さらに調査研究

していきます。

【中心市街地活性化調査特別委員会】【中山間地域活性化調査特別委員会】
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日
本
共
産
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く
ら
よ
し
創
生 議決

結果福
井 

康
夫

伊
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正
三

朝
日 

等
冶

由
田  

隆
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井  

徹

段
塚 

廣
文

福
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美
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田 
克
孝

藤
井 

隆
弘

鳥
飼 

幹
男

高
田 

周
儀

山
口 

博
敬

中
野  

隆

佐
々
木 

敬
敏

佐
藤 

博
英

米
田 

勝
彦

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案 第 ３号
専決処分について（平成２８年度倉吉市

一般会計補正予算（第１０号））
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案 第 ４号
平成２８年度倉吉市一般会計補正予算

（第１１号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第 ５号
平成２８年度倉吉市一般会計補正予算

（第１２号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第 ６号
平成２８年度倉吉市簡易水道事業特別会

計補正予算（第１号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第 ７号
平成２８年度倉吉市温泉配湯事業特別会

計補正予算（第１号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第 ８号
平成２８年度倉吉市下水道事業特別会計

補正予算（第６号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第 ９号
平成２８年度倉吉市駐車場事業特別会計

補正予算（第１号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１０号
平成２８年度倉吉市集落排水事業特別会

計補正予算（第５号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１１号
平成２８年度倉吉市水道事業会計補正予

算（第３号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１２号 平成２９年度倉吉市一般会計予算 １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１３号
平成２９年度倉吉市国民健康保険事業特

別会計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１４号
平成２９年度倉吉市介護保険事業特別会

計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１５号
平成２９年度倉吉市後期高齢者医療事業

特別会計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１６号
平成２９年度倉吉市簡易水道事業特別会

計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１７号
平成２９年度倉吉市温泉配湯事業特別会

計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１８号
平成２９年度倉吉市住宅資金貸付事業特

別会計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第１９号
平成２９年度倉吉市土地取得事業特別会

計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２０号
平成２９年度倉吉市下水道事業特別会計

予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２１号
平成２９年度倉吉市駐車場事業特別会計

予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２２号
平成２９年度倉吉市集落排水事業特別会

計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２３号
平成２９年度倉吉市高城財産区特別会計

予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２４号
平成２９年度倉吉市小鴨財産区特別会計

予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２５号
平成２９年度倉吉市北谷財産区特別会計

予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２６号
平成２９年度倉吉市上北条財産区特別会

計予算
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２７号 平成２９年度倉吉市水道事業会計予算 １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第２８号

倉吉市の議会の議員及び長の選挙におけ

る選挙運動用自動車の使用等についての

市費負担に関する条例の一部改正について

１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

―平成２９年度当初予算等４４議案、請願・陳情４件を審議―
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議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案 第２９号倉吉市個人情報保護条例の一部改正について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３０号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一

部改正について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３１号
倉吉市職員の育児休業等に関する条例の一部

改正について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３２号
倉吉市簡易水道事業積立基金条例の廃止につ

いて
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３３号
倉吉市税条例及び倉吉市税条例の一部を改正

する条例の一部改正について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３４号倉吉市手数料条例の一部改正について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３５号倉吉市特別医療費助成条例の一部改正について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３６号 倉吉市立保育所条例の一部改正について １３ ２ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × ○ 可決

議案 第３７号 市道の路線の認定について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３８号
情報通信技術の共同化に関する事務の委託に

関する規約を定める協議について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第３９号
倉吉市高齢者生活福祉センターの指定管理者

の指定について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第４０号 平成２８年度倉吉市一般会計補正予算（第１３号）１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第４１号
平成２８年度倉吉市下水道事業特別会計補正

予算（第７号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第４２号
平成２８年度倉吉市集落排水事業特別会計補

正予算（第６号）
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第４３号 倉吉市国民健康保険条例の一部改正について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第４４号
工事請負契約の締結についての議決の一部変

更について
１５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 第４５号 副市長の選任について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案 第４６号 固定資産評価員の選任について １５ ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 同意

番　号 件　　名
付　託
委員会

委員長
報告

委員長報告に対する賛否

請願 第 １号

テロ等組織犯罪準備罪（共謀

罪）の創設に反対する意見書

提出について

総務経済 不採択 １０ ５ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ × ○ 不採択

陳情 第 １号

沖縄の声に共鳴して地方自

治の堅持を日本政府に求め

る意見書提出について

総務経済 不採択 １１ ４ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ × ○ 不採択

陳情 第 ２号

最低賃金の改善と中小企業

支援の拡充を求める意見書

提出について

総務経済 不採択 １１ ４ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ × ○ 不採択

陳情 第 ３号

公契約条例の制定による適

正賃金・労働条件の確保と地

域経済の振興を求める陳情

総務経済 不採択 ９  ６ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ × ○ 不採択

　　　　　　　　　　　○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず

平成２９年３月第２回定例会 議案等の議決結果等
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平成 年 月 
第 回 倉吉市議会定例会

【会　期】６月１２日（月）～２６日（月）
【会議日程】

月日
曜
日

会議
区分

時　 間 内　　　　　 容

６月

１２日
月 本会議 午前１０時

議案の上程

提案理由の説明

１３日 火 本会議 午前１０時
市政に対する一般質問

【会派質問順序】

① 新 政 会 ②くらよしアイズ・

倉吉自民共同 ③公明党・グリー

ン共同 ④ 市民共同

※ １人会派議員の質問は、会派質

問の後。

１４日 水 本会議 午前１０時

１５日 木 本会議 午前１０時

１６日 金 予　備　日

１７日 土 休　　会

１８日 日 休　　会

１９日 月 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑

～委員会付託

２０日 火 予　備　日　　

２１日 水 委員会 常任委員会（予定）

２２日 木 予　備　日

２３日 金 議事整理日　

２４日 土 休　　会

２５日 日 休　　会

２６日 月 本会議 午前１０時
委員長報告

～付議議案の討論・採決

 

…ケーブルテレビ放送あり　　 …手話通訳あり

西郷地区明るい選挙推進協議会

　幹事長 松浦 昭人さん

―３月９日（木）に本会議を傍聴していただきました。

　市議会を傍聴しようと思ったきっかけは何ですか？

　私は、西郷地区の明るい選挙推進協議会の幹事長を務

めています。

　これまでずっと、「もっと推進員として何か活動したい」

と考えていました。そこで、選挙で選ばれた市議会議員

がどのような活動をしているのか、市議会を傍聴してみ

ようと思い立ち、同じ西郷地区の推進員の皆さんと行っ

てみました。

―実際に、本会議の論戦を議場で傍聴した感想は？

　思っていた以上に、議員の皆さんが真剣に討論をして

いて感心しました。発言者はもちろん、ほかの議員もしっ

かり耳を傾けているように見えました。

―印象に残っている質問はありますか？

　今年の１月、２月の大雪は、本当に大変でした。私の町

は、住宅街の外郭の市道しか除雪対象路線に入っていま

せん。住宅街の中の市道は、地域で雪かきをやってくれ

と業者や行政から言われましたが、積雪量が多く、また

住民も高齢者が多いので、ままならず本当に困りました。

　私の地域だけでなく、市内全体がおそらく同じだった

ろうと思います。

　そういう市民の声を、議場で発言してくれた議員さん

がいたのは、よかったなと思いました。

　行政も、全ての除雪要請に対応するのは難しいでしょ

うが、住民が困らないように何とか工夫してほしいと思い

ます。

―市議会に要望したいことはありませんか？

　やはり、市議会を傍聴するのは、市民にとって敷居が

高く感じられます。私も、今回、こんなに簡単に傍聴で

きるものかと驚きました。

　もっと、市民が気軽に来ることができる雰囲気づくり

やＰＲに力を入れてほしいと思います。そういう面で、今

回、「議会だより」を発行するのはいいことだと思います。

　小さいお子さんから高齢者まで、打吹公園を散歩しが

てら市議会を傍聴する―そんな親しみやすい倉吉市議会

になるといいですね。

―ぜひ、またお気軽に傍聴してください。

　
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り
が
、

倉
吉
を
代
表
す
る
町
並
み
白

壁
土
蔵
群
か
ら「
白
壁
」
と
し

て
４
年
ぶ
り
の
再
刊
と
な
り

ま
し
た
。
鳥
取
県
中
部
地
震
、

二
度
の
大
雪
等
つ
ら
い
出
来

事
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
元
気
で

「
く
ら
し
よ
し
倉
吉
」
と
す
る

た
め「
白
壁
」
が
情
報
発
信
・

情
報
共
有
の
場
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
平
成
29

年
度
予
算
に
関
わ

る
議
案
質
疑
を
議
員
一
事
業
、

一
般
質
問
は
項
目
毎
に
取
り

上
げ
ま
し
た
。
議
会
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
お
読
み
い
た

だ
く
た
め
の
ご
意
見
や
感
想

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

藤
井
　
隆
弘

　
こ
の
春
、
家
族
が
ま
た
一
人
、

進
学
で
実
家
を
離
れ
ま
し
た
。

　
別
れ
際
の
彼
の
涙
は
、
育
て

た
者
へ
の
最
高
の
贈
り
物
で
し

た
。
▼
人
生
は
、
一
方
通
行
の

一
本
道
で
す
。
ど
ん
な
に
か
け

　
　
　
　
　
が
え
の
な
い
、
当

　
　
　
　
　
た
り
前
の
よ
う

　
　
　
　
　
だ
っ
た
日
々
で

も
、立
ち
止
ま
る
こ
と
も
、戻
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
▼
若
者

に
と
っ
て
、
そ
の
歩
み
は「
成

長
」と
も
い
い
ま
す
。
▼
見
送

る
大
人
も
、
彼
ら
の
誇
り
と

な
る
よ
う
、ふ
る
さ
と
倉
吉
で
、

輝
い
て
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
―
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
い
ま
す
。　（
事
務
局 

 

Ｔ
）


